
二
〇
二
三
年
五
月
二
十
日 

部
日
誌 

 

２
６
と
い
う
数
が
好
き
な
０
３
打
楽
器
の
小
田
切
で
す
。
測
量
を
し
に
２
泊

３
日
で
宮
城
の
端
の
方
に
行
っ
て
い
て
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
。 

今
ま
で
何
度
か
部
日
誌
に
当
た
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う
せ
私
の
部
日
誌
な
ぞ

最
後
ま
で
読
む
人
は
少
な
い
だ
ろ
う…

…

と
悲
観
的
に
な
っ
て
も
し
ょ
う
が
な

い
と
思
い
、
今
回
は
思
い
切
っ
て
み
な
さ
ん
が
読
み
た
く
な
く
な
る
部
日
誌
形
式

に
し
て
み
ま
し
た
。
法
学
部
の
方
が
い
た
ら
ダ
メ
出
し
お
願
い
し
ま
す
（
ち
な
み

に
今
日
の
お
題
は
、
１
〜
１
０
０
ま
で
の
数
字
を
思
い
浮
か
べ
て
十
の
位
が
２
，

３
の
数
だ
っ
た
人
で
し
た
。
な
か
な
か
ト
リ
ッ
キ
ー
な
お
題
で
し
た
ね
）
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
今
ま
で
乗
っ
た
ス
テ
ー
ジ
は
２
０
２
２
年
初
頭
の
ウ
ィ
ン

コ
ン
合
奏
を
除
き
必
ず
部
日
誌
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
私

が
部
日
誌
を
呼
ん
で
い
る
の
か
、
部
日
誌
が
私
を
呼
ん
で
い
る
の
か
。
そ
の
答
え

を
探
る
た
め
、
小
田
切
は
青
葉
山
の
奥
地
へ
と
向
か
っ
た…

。 

 
 



令
和
五
年
夏
期
演
奏
会
第
三
部
部
日
誌
第
三
号 

令
和
五
年
五
月
二
十
日
の
練
習
内
容
に
関
す
る
部
日
誌 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
） 

第
二
章 

基
礎
合
奏
等 

 
 

第
一
節 

音
合
わ
せ
（
第
二
条
） 

 
 

第
二
節 

ジ
ェ
イ
・
ビ
ー
・
シ
ー
（
第
三
条―

第
五
条
） 

 

第
三
章 

グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
マ
ン 

 
 

第
一
節 

グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
（
第
六
条
） 

 
 

第
二
節 

フ
ロ
ム
・
ナ
ウ
・
オ
ン
（
第
七
条
） 

 

第
四
章 

カ
リ
ブ
海
に
お
い
て
海
賊
行
為
を
行
う
集
団
（
第
八
条―

第
九
条
） 

 

第
五
章 

自
身
の
お
気
に
入
り
（
第
十
条
） 

 

第
六
章 

美
女
・
ア
ン
ド
・
ザ
・
野
獣
（
第
十
一
条
） 

 

附
則 

  
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
部
日
誌
は
、
令
和
五
年
五
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
令
和
五
年
夏
期
演
奏
会
第
三
部
（
サ
マ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
３
演
奏
会
実
施
要
項
に
規
定
す
る
第
三
ス
テ
ー
ジ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
向
け

た
合
奏
練
習
に
お
け
る
練
習
内
容
お
よ
び
指
揮
者
の
発
言
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
練
習
に
お

け
る
注
意
点
の
共
有
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

第
二
章 

基
礎
合
奏
等 

 

第
一
節 

音
合
わ
せ 

 

（
音
程
等
） 

第
二
条 

Ｂ
の
音
は
も
う
少
し
出
て
も
よ
い
も
の
と
す
る
。 

２ 

も
う
少
し
気
軽
に
、
ビ
ー
ト
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。 

第
二
節 

ジ
ェ
イ
・
ビ
ー
・
シ
ー 

 

（
カ
デ
ン
ツ
Ａ
） 

第
三
条 

カ
デ
ン
ツ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
注
意
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

１
・
５
・
３
の
役
割
の
３
の
人
真
ん
中
が
大
事
。 

二 

５
は
多
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。 

 

（
ス
ケ
ー
ル
） 

第
四
条 

ス
ケ
ー
ル
は
、
こ
れ
を
全
音
階
で
練
習
し
た
。 

 

（
リ
ズ
ム
練
習
） 

第
五
条 

リ
ズ
ム
練
習
は
、
一
六
分
の
よ
う
な
速
い
パ
ッ
セ
ー
ジ
を
揃
え
る
こ
と
に
留
意
す
る
。 



 

第
三
章 

グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
マ
ン 

第
一
節 

グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー 

 

（
グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
） 

第
六
条 

グ
レ
イ
テ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
り 

 

６ 

イ 

低
音
は
テ
ヌ
ー
ト
意
識
し
ま
し
ょ
う
。 

ロ 

空
白
の
部
分
揃
え
よ
う
。 

ハ 

１
６
分
休
符
は
３
２
分
休
符
く
ら
い
の
心
持
ち
で
。 

ニ 

Ｂ
ｓ
ａ
ｘ
．
は
ち
ょ
っ
と
大
き
す
ぎ
で
す
。
Ｅ
Ｂ
．
と
Ｔ
ｕ
ｂ
．
に
重
心
が
欲
し
い
。 

二 

🄰 

 
 

Ｂ
２
前 

Ｅ
Ｂ
．
と
Ｄ
ｒ
．
は
ｍ
ｐ
。
そ
こ
ま
で
出
な
く
て
い
い
。 

三 

🄱 イ 

Ｈ
ｒ
．
Ｅ
ｕ
．
テ
ヌ
ー
ト
。
ア
タ
ッ
ク
は
そ
こ
ま
で
な
く
て
い
い
。
軽
く
、
響
か
せ
る
。 

ロ 

Ｆ
ｇ
．
Ｂ
Ｓ
ａ
ｘ
．
Ｅ
ｕ
．
Ｅ
Ｂ
．
強
く
な
く
て
い
い
。 

 
 

Ｃ
２
前 

Ｈ
ｒ
．
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
。 

四 

🄲 イ 

ベ
ー
ス
．
Ｄ
ｒ
．(

バ
ス
ド
ラ)

の
盛
り
上
が
り
が
足
り
な
い
。
そ
の
ま
ま
の
気
持
ち
で
行
っ
て

る
感
じ
が
し
て
ず
れ
て
い
る
。 

ロ 

歌
っ
て
く
だ
さ
い
。 

ハ 

Ｔ
ｒ
ｐ
．
叫
ぶ
感
じ
で
。 

ニ 

「
本
当
に
”
Ｇ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
ｓ
ｔ
”
か
？
」 

と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
。 

（
フ
ロ
ム
・
ナ
ウ
・
オ
ン
） 

第
七
条 

フ
ロ
ム
・
ナ
ウ
・
オ
ン
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
り 

 
 

イ 

入
り
の
テ
ン
ポ
に
慣
れ
よ
う
。 

ロ 

８
分
休
ん
で
裏
か
ら
入
る
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
よ
う
。 

ハ 

Ｆ
ｌ
．
抑
え
て 

Ｇ
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
．
も
っ
と
。 

ニ 

こ
こ
は
”
Ｃ
ｏ
ｕ
ｎ
ｔ
ｒ
ｙ 

ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
“
裏
拍
感
が
欲
し
い
。 

二 

🄺 

Ｋ
２ 

Ｃ
ｌ
．
ｍ
ｐ
に
聴
こ
え
た(

濱
名
：
１
ｓ
ｔ
い
な
い
の
で…

)

。 

Ｋ
７ 

Ｆ
ｌ
．
Ｏ
Ｂ
．
Ｇ
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
． 

揃
え
た
い
。 

 

三 

🄻 

Ｌ
２ イ 

Ｔ
ｒ
ｂ
．
Ｅ
ｕ
．
ア
ク
セ
ン
ト
お
願
い
し
ま
す
。 



ロ 

リ
ズ
ム
揃
え
る
の
が
大
事 

一
番
大
事
か
も
。 

ハ 

リ
ズ
ム
隊
焦
ら
な
い
。
Ｄ
ｒ
．
抜
け
な
い
よ
う
に
。 

 

四 

🄼 イ 

Ｂ
．
Ｓ
ａ
ｘ
は
落
と
し
て
い
い
。
Ｔ
ｕ
ｂ
．
も
Ｅ
Ｂ
．
も
。 

ロ 

ブ
ラ
イ
ア
ン
「
Ｈ
ｒ
は
ど
こ
へ…

」 

ハ 

Ｔ
ｐ
．
Ｔ
ｒ
ｂ
．
の
メ
ロ
デ
ィ
と
Ｈ
ｒ
．
は
山
場
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。  

 

五 

🄽 

 
 

Ｍ
の
山
か
ら
降
り
て
き
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
木
管
は
少
し
抑
え
め
で
。 

 

六 

🄾 

繰
り
返
し
は
２
回→

４
回
に
変
更
。 

 

七 

🅀 

 
 

ｒ
ｉ
ｔ
．
な
し
。 

 

第
四
章 

カ
リ
ブ
海
に
お
い
て
海
賊
行
為
を
行
う
集
団 

 

（
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン
） 

第
八
条 

カ
リ
ブ
海
に
お
い
て
海
賊
行
為
を
行
う
集
団
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い

て
留
意
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
り 

イ 

Ａ
ｄ
ａ
ｇ
ｉ
ｏ 

♩=

６
４  

ロ 

Ｂ
．
Ｄ
． 

頭
拍
と
２
拍
目
の
違
い
を
少
し
出
す
。 

ハ 

ｐ
ｐ
を
恐
れ
る
よ
り
、
デ
カ
す
ぎ
て
も
入
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。 

二 

🄰 

 

Ａ
３ 

Ｔ
ｒ
ｂ
． 

炸
裂
す
る
よ
う
な
音
、
衝
撃
が
ほ
し
い
。 

三 

🄱 

 

穏
や
か
な
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ほ
し
い
。 

 

Ｂ
５ 

３
拍
目
の
裏
拍
は
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
。 

Ｂ
８ 

ア
タ
ッ
ク
で
急
に
海
賊
！
み
た
い
な
緩
急
を
。 

四 

🄲 

 
 

テ
ン
ポ
の
緩
急
で
は
な
く
気
持
ち
の
緩
急
。 

Ｄ
前 

ｄ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
．
は
ｐ
ｐ
ま
で
落
と
す
。
も
う
少
し
大
袈
裟
に
。 

五 

🄳 

Ｄ
５ イ 

１
ｓ
ｔ
が
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
自
然
に
繋
げ
た
い
。 

ロ 

歌
っ
て
る
感
じ
は
良
か
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
音
量
だ
け
下
げ
て
。 

六 

🄵 イ 

ス
タ
ッ
カ
ー
ト
の
長
さ
を
決
め
ま
し
ょ
う
。 



ロ 

Ｆ
ｇ
．
を
中
心
に
し
た
い
。 

ハ 

Ｅ
ｕ
．：
Ｆ
ｇ
．=

２
：
２
く
ら
い
が
ベ
ス
ト
（
東
海
林
：
今
日
の
戦
力
差
が
４
：
１
な
ん
で
す

が…
）。 

ニ 

Ｔ
ｕ
ｂ
． 

は
弦
の
音
色
が
ほ
し
い
。 

七 

🄶 イ 

幽
霊
み
た
い
な
音
が
欲
し
い
。 

ロ 

こ
こ
は
ホ
ラ
ー
映
画
。 

八 

🄷 

大
き
す
ぎ
る
。
今
後
人
数
減
ら
す
か
も
。 

九 

🄸 イ 

Ｔ
ｐ
． 

Ｈ
ｒ
．
の
音
色
を
聞
き
た
い
。 

ロ 

全
体
（
特
に
Ｆ
ｌ
．）
ピ
ッ
チ
を
意
識
。 

ハ 

こ
こ
を
限
界
で
吹
い
た
ら
🄹
の
ｆ
ｆ
が
吹
け
な
い
。 

十 

🄹 イ 

ブ
ラ
イ
ア
ン
「
パ
ー
カ
ス
、
凄
い
で
す
ね
」 

ロ 

ブ
ラ
イ
ア
ン
「
な
ぜ
か
木
管
が
金
管
に
勝
っ
て
た
」 

ハ 

Ｔ
ｐ
．
が
一
番
大
事
。 

十
一 

🄺 

 
 

 

イ 

Ｆ
．
Ｔ
ｏ
ｍ
の
皮
の
音
を
な
く
し
た
い
。 

ロ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｐ
．
と
Ｔ
ｏ
ｍ
中
心
。 

十
二 

🄽 

イ 

本
番
は
♩=

１
４
０
。 

ロ 

ス
タ
ッ
カ
ー
ト
を
ち
ょ
っ
と
長
め
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

ハ 

Ｔ
ｉ
ｍ
ｐ
．
は
ソ
ロ
み
た
い
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

十
三 

 

 
 

山
の
頂
点
は
🄿
の
ｆ
ｆ
な
の
で
、
そ
こ
に
も
っ
て
い
き
た
い
。 

（
パ
イ
レ
ー
ツ
・
オ
ブ
・
カ
リ
ビ
ア
ン(

原
義)

の
禁
止
） 

第
九
条 

海
賊
行
為
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
禁
止
す
る
。 

 

第
五
章 

自
身
の
お
気
に
入
り 

 

（
私
の
お
気
に
入
り
） 

第
十
条 

自
身
の
お
気
に
入
り
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
留
意
し
、
お
気
に
入
り

を
大
切
に
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

入
り 

Ａ
前 

Ｈ
ｒ
．
Ｅ
ｕ
．
ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
大
き
め
に
。 

 

二 

🄲 



Ｏ
ｂ
．
Ｅ
ｓ
Ｃ
ｌ
．
こ
こ
は
Ｈ
ｒ
．
に
メ
イ
ン
を
譲
り
ま
し
ょ
う
。 

 

三 
🄳 イ 

Ｔ
ｐ
． 

テ
ヌ
ー
ト
が
ほ
し
い
。
あ
と
揃
え
て
。 

ロ 

１
ｓ
ｔ
Ｔ
ｐ
．
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。 

Ｄ
１
２ 

イ 

Ｃ
ｌ
、
Ａ
ｓ
ａ
ｘ
、
Ｔ
ｓ
ａ
ｘ
の
２
ｎ
ｄ
は
テ
ヌ
ー
ト
が
大
事
。 

ロ 

ベ
ー
ス
系
、
Ｃ
ｌ
．
は
Ｆ
ｅ
ｅ
ｌ
の
リ
ズ
ム
が
欲
し
い
。 

 

四 

🄴 イ 

そ
れ
っ
ぽ
く
の
雰
囲
気
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

ロ 

ｄ
ｅ
ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ→

ｆ
ｆ
ｐ
の
イ
メ
ー
ジ
。 

ハ 

Ｔ
ｐ
． 

１
拍
目
出
し
て
急
激
に
下
げ
る
。 

ニ 

階
段
を
ス
ム
ー
ズ
に
繋
げ
る
。 

 

五 

🄵 

明
る
く
ｍ
ｆ
。 

六 

🄶 

Ｇ
９ 

Ｏ
ｂ
．
聞
こ
え
な
い
か
ら
全
体
も
う
少
し
落
ち
着
い
て
も
い
い
。 

Ｇ
〜
Ｈ 

Ｄ
ｒ
．
は
ｍ
ｆ
で
。 

 

七 

🄸 イ 

Ｉ
３
前
か
ら
ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
し
て
Ｉ
に
も
っ
て
い
き
た
い
。 

ロ 

Ｄ
ｒ
．
に
つ
ら
れ
て
周
り
が
で
か
く
な
っ
て
る
。(

嶋
崎
：
俺
の
周
り
が
で
か
く
な
っ
て
き
た

か
ら
そ
れ
に
合
わ
せ
た
ん
だ
け
ど) 

ハ 

盛
り
上
が
り
が
必
要
。 

ニ 

低
音
が
足
り
な
い
（
な
お
こ
の
日
の
Ｔ
ｕ
ｂ
は
１
人
で
あ
っ
た
。） 

Ｉ
８ 

曲
の
終
わ
り
み
た
い
に
ス
パ
ッ
と
止
め
た
い 

（
小
田
切
の
集
中
力
が
だ
ん
だ
ん
と
切
れ
始
め
、
こ
れ
以
降
の
メ
モ
が
若
干
少
な
い
。） 

 

八 

🄽 イ 

も
う
ち
ょ
っ
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
。 

ロ 

ｆ
ｆ
ま
で
持
っ
て
行
く
と
き
に
疲
れ
て
る
感
じ
が
す
る
。 

Ｎ
９ 

Ｎ
９
で
ｍ
ｆ
に
。
Ｏ
４
前
の
ｍ
ｆ
を
前
倒
し
す
る
感
じ
で
。 

 

九 

🄿 イ 

同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
な
の
で
落
ち
着
い
て
。 

ロ 

入
っ
て
く
る
人
も
そ
こ
ま
で
大
き
く
差
を
つ
け
な
い
で
。 

Ｐ
７ 

Ｔ
ｒ
ｂ
． 

Ｅ
ｕ
．
は
大
き
く
ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
（
壮
大
）
に
。 

Ｐ
１
３ 

こ
こ
ま
で
ｐ
ｏ
ｃ
ｏ 

ａ 

ｐ
ｏ
ｃ
ｏ 

ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
で
。 

 

十 

🅀 

１
ｓ
ｔ
Ｔ
ｐ
．
メ
イ
ン
で
。 



 

第
六
章 

美
女
・
ア
ン
ド
・
ザ
・
野
獣 

 

（
美
女
と
野
獣
） 

第
十
一
条 

美
女
・
ア
ン
ド
・
ザ
・
野
獣
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
留
意
す
る
も

の
と
す
る
。 

一 

入
り 

ス
ラ
ー
も
っ
と
歌
っ
て 

９ 

低
音
の
ア
タ
ッ
ク
が
ほ
し
い
。 

 

二 

🄰 イ 

Ｆ
ｌ
．
ｐ
の
と
こ
ろ
は
も
う
少
し
抑
え
て
。 

ロ 

金
管
の
ｄ
ｉ
ｍ
．
よ
か
っ
た
。
木
管
も
ｄ
ｉ
ｍ
．
を
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

三 

🄱 

Ｏ
ｂ
．
ｍ
ｐ
で
す
。 

 

四 

🄵 

落
ち
着
き
ま
し
ょ
う
。
鍵
盤
が
聞
こ
え
る
な
ー
く
ら
い
の
気
持
ち
。 

 

五 

🄹 イ 

ソ
ロ
に
は
自
由
を
与
え
る
。
ソ
ロ
が
音
符
に
従
わ
な
く
て
も
伴
奏
は
指
揮
に
合
わ
せ
る
こ
と
。 

ロ 

Ｄ
ｒ
．
は
ｍ
ｐ
、
シ
ン
バ
ル
は
い
い
感
じ
、
他
は
も
う
少
し
抑
え
て
い
い
。 

六 

🄼 

ｃ
ｒ
ｅ
ｓ
ｃ
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｍ
１
前
か
ら
か
け
始
め
る
気
持
ち
で 

 

七 

🄾 イ 

２
拍
目
ま
で
は
ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｌ
か
け
な
い
。 

ロ 

ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
前
は
結
構
速
く
す
る
。
前
向
き
に
。 

 

附 

則 

 

本
日
誌
は
、
部
の
共
有
ド
ラ
イ
ブ
に
公
開
さ
れ
た
時
点
か
ら
、
こ
れ
を
閲
覧
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

  


